
議案第１３５号 

宝塚市市税条例等の一部を改正する条例の制定について 

 宝塚市市税条例等の一部を改正する条例を次のとおり制定するものとする。 

  令和元年（２０１９年）１１月２０日提出 

宝塚市長 中 川 智 子 
 

宝塚市条例第  号 

宝塚市市税条例等の一部を改正する条例 

（宝塚市市税条例の一部改正） 

第１条 宝塚市市税条例（昭和２９年条例第３２号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第２号中「督促手数料、」を削る。 

 第２２条を次のように改める。 

 第２２条 削除 

 （宝塚市都市計画税条例の一部改正） 

第２条 宝塚市都市計画税条例（昭和３３年条例第１号）の一部を次のように改正する。 

 第８条第２項中「督促手数料及び」を削る。 

（宝塚市延滞金等徴収条例の一部改正） 

第３条 宝塚市延滞金等徴収条例（昭和４１年条例第２４号）の一部を次のように改正す

る。 

 題名を次のように改める。 

宝塚市延滞金徴収条例 

 第１条中「督促手数料及び」を削る。 

 第２条を削る。 

 第３条第１項中「歳入」を「法第２３１条の３第１項の分担金、使用料等の歳入」に

改め、「、督促を受けた場合においては」を削り、同条第２項中「督促手数料及び」を

削り、同条を第２条とする。 

 第４条を第３条とし、第５条を第４条とする。 

 附則第３項中「第３条第１項」を「第２条第１項」に改める。 

（宝塚市後期高齢者医療に関する条例の一部改正） 

第４条 宝塚市後期高齢者医療に関する条例（平成２０年条例第１０号）の一部を次のよ



うに改正する。 

  第５条中「この場合の督促手数料は、督促状１通につき６０円とする。」を削り、同

条ただし書を削る。 

（宝塚市介護保険条例の一部改正） 

第５条 宝塚市介護保険条例（平成１２年条例第１２号）の一部を次のように改正する。 

  第１４条中「この場合の督促手数料は、督促状１通につき６０円とする。」を削り、

同条ただし書を削る。 

（宝塚市水道事業分担金条例の一部改正） 

第６条 宝塚市水道事業分担金条例（昭和４５年条例第２１号）の一部を次のように改正

する。 

  第５条の２第２項を削る。 

  第５条の３第１項中「場合において、前条の督促をした」を削る。 

 （宝塚市都市計画下水道事業受益者負担金条例の一部改正） 

第７条 宝塚市都市計画下水道事業受益者負担金条例（昭和４８年条例第２３号）の一部

を次のように改正する。 

  第１７条第２項を削る。 

 （宝塚市下水道条例の一部改正） 

第８条 宝塚市下水道条例（昭和４９年条例第１号）の一部を次のように改正する。 

 第２６条第２項を削る。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和２年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。 

 （経過措置） 

２ 次項に定めるものを除き、施行日前に発せられた督促状に係る督促手数料については、

なお従前の例による。 

３ 第８条の規定による改正後の宝塚市下水道条例の規定は、令和２年度第１期以後の分

の使用料に係る督促について適用し、令和元年度第６期までの分の使用料に係る督促に

ついては、なお従前の例による。 

 



議案第１３５号 
宝塚市市税条例等の一部を改正する条例の制定について 

宝塚市市税条例(昭和29年条例第32号)新旧対照表(第1条による改正関係) 

現行 改正案 

(用語) (用語) 

第2条 この条例において次の各号に掲げる

用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

第2条 この条例において次の各号に掲げる

用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

(1) （略） (1) （略） 

(2) 徴収金 市税並びにその督促手数料、

延滞金、過少申告加算金、不申告加算金、

重加算金及び滞納処分費をいう。 

(2) 徴収金 市税並びにその           

延滞金、過少申告加算金、不申告加算金、

重加算金及び滞納処分費をいう。 

(3)～(7) （略） (3)～(7) （略） 

(督促手数料) 

第22条 徴税吏員は、督促状を発した場合は、

督促状1通について60円の督促手数料を徴

収しなければならない。ただし、やむを得

ない事由があると認める場合は、これを徴

収しない。 

 

第22条 削除 

 



宝塚市都市計画税条例(昭和33年条例第1号)新旧対照表(第2条による改正関係) 

現行 改正案 

(都市計画税による徴収金の納付等) (都市計画税による徴収金の納付等) 

第8条 （略） 第8条 （略） 

2 都市計画税を固定資産税と併せて賦課徴

収する場合において、都市計画税及び固定

資産税に係る徴収金の納付があったとき

は、その納付額から督促手数料及び滞納処

分費を控除した額を、都市計画税及び固定

資産税の額に按分した額に相当する都市計

画税又は固定資産税に係る徴収金の納付が

あったものとする。 

2 都市計画税を固定資産税と併せて賦課徴

収する場合において、都市計画税及び固定

資産税に係る徴収金の納付があったとき

は、その納付額から              滞納処

分費を控除した額を、都市計画税及び固定

資産税の額に按分した額に相当する都市計

画税又は固定資産税に係る徴収金の納付が

あったものとする。 

 



宝塚市延滞金等徴収条例(昭和41年条例第24号)新旧対照表(第3条による改正関係) 

現行 改正案 

宝塚市延滞金等徴収条例 宝塚市延滞金徴収条例 
(趣旨) (趣旨) 

第1条 この条例は、地方自治法(昭和22年法

律第67号。以下「法」という。)第231条の3

第2項の規定に基づき、督促手数料及び延滞

金の徴収に関し必要な事項を定めるものと

する。 

第1条 この条例は、地方自治法(昭和22年法

律第67号。以下「法」という。)第231条の3

第2項の規定に基づき、              延滞

金の徴収に関し必要な事項を定めるものと

する。 

(督促手数料) 

第2条 法第231条の3第1項の分担金、使用料

等の歳入(以下「歳入」という。)について

督促状を発した場合は、督促状1通につき60

円の督促手数料を徴収する。 

 

(延滞金) (延滞金) 

第3条 納付すべき歳入                   

             について、納期限後に

納付する者は、督促を受けた場合において

は、当該納付金額に、その納期限の翌日か

ら納付の日までの期間の日数に応じ、年14.

5パーセント(当該納期限の翌日から起算し

て1月を経過する日までの期間については

年7.25パーセント)の割合を乗じて計算し

た金額に相当する延滞金額を加算して納付

しなければならない。 

第2条 納付すべき法第231条の3第1項の分担

金、使用料等の歳入について、納期限後に

納付する者は            

 、当該納付金額に、その納期限の翌日か

ら納付の日までの期間の日数に応じ、年14.

5パーセント(当該納期限の翌日から起算し

て1月を経過する日までの期間については

年7.25パーセント)の割合を乗じて計算し

た金額に相当する延滞金額を加算して納付

しなければならない。 

2 市長は、納期限までに納付しなかったこと

について、災害その他やむを得ない事由が

あると認める場合においては、督促手数料

及び延滞金を減免することができる。 

2 市長は、納期限までに納付しなかったこと

について、災害その他やむを得ない事由が

あると認める場合においては、           

   延滞金を減免することができる。 

第4条 （略） 第3条 （略） 

(委任) (委任) 

第5条 （略） 第4条 （略） 

附 則 附 則 

(延滞金の割合の特例) (延滞金の割合の特例) 

3 当分の間、第3条第1項に規定する延滞金の

年14.5パーセントの割合及び年7.25パーセ

ントの割合は、同項の規定にかかわらず、

各年の特例基準割合(当該年の前年に租税

特別措置法(昭和32年法律第26号)第93条第

2項の規定により告示された割合に年1パー

セントの割合を加算した割合をいう。以下

この項において同じ。)が年7.25パーセント

の割合に満たない場合には、その年(以下こ

の項において「特例基準割合適用年」とい

3 当分の間、第2条第1項に規定する延滞金の

年14.5パーセントの割合及び年7.25パーセ

ントの割合は、同項の規定にかかわらず、

各年の特例基準割合(当該年の前年に租税

特別措置法(昭和32年法律第26号)第93条第

2項の規定により告示された割合に年1パー

セントの割合を加算した割合をいう。以下

この項において同じ。)が年7.25パーセント

の割合に満たない場合には、その年(以下こ

の項において「特例基準割合適用年」とい



宝塚市後期高齢者医療に関する条例(平成20年条例第10号)新旧対照表(第4条による改正関係) 

現行 改正案 

(保険料の督促) (保険料の督促) 

第5条 保険料が納期限までに納付されない

ときは、市長は、納期限後20日以内に、期

限を指定して督促状を発しなければならな

い。この場合の督促手数料は、督促状1通に

つき60円とする。ただし、やむを得ない理

由があると認めるときは、市長は、これを

徴収しない。 

第5条 保険料が納期限までに納付されない

ときは、市長は、納期限後20日以内に、期

限を指定して督促状を発しなければならな

い。 

 



う。)中においては、年14.5パーセントの割

合にあっては当該特例基準割合適用年にお

ける特例基準割合に年7.25パーセントの割

合を加算した割合とし、年7.25パーセント

の割合にあっては当該特例基準割合に年1

パーセントの割合を加算した割合(当該加

算した割合が年7.25パーセントの割合を超

える場合には、年7.25パーセントの割合)と

する。 

う。)中においては、年14.5パーセントの割

合にあっては当該特例基準割合適用年にお

ける特例基準割合に年7.25パーセントの割

合を加算した割合とし、年7.25パーセント

の割合にあっては当該特例基準割合に年1

パーセントの割合を加算した割合(当該加

算した割合が年7.25パーセントの割合を超

える場合には、年7.25パーセントの割合)と

する。 

 



宝塚市水道事業分担金条例(昭和45年条例第21号)新旧対照表(第6条による改正関係) 
現行 改正案 

(督促) (督促) 

第5条の2 （略） 第5条の2 （略） 

2 前項の規定により督促状を発したときは、

督促状1通について60円の督促手数料を徴

収する。 

 

(延滞金) (延滞金) 

第5条の3 管理者は、納期限等までに分担金

を納付しない者がある場合において、前条

の督促をしたときは、当該分担金に延滞金

を加算して徴収する。 

第5条の3 管理者は、納期限等までに分担金

を納付しない者がある         

      ときは、当該分担金に延滞金

を加算して徴収する。 

2・3 （略） 2・3 （略） 

 



宝塚市介護保険条例(平成12年条例第12号)新旧対照表(第5条による改正関係) 

現行 改正案 

(督促) (督促) 

第14条 保険料の納付義務者が納期限までに

保険料を納付しないときは、市長は、納期

限後20日以内に、期限を指定して督促状を

発しなければならない。この場合の督促手

数料は、督促状1通につき60円とする。ただ

し、やむを得ない理由があると認めるとき

は、市長は、これを徴収しない。 

第14条 保険料の納付義務者が納期限までに

保険料を納付しないときは、市長は、納期

限後20日以内に、期限を指定して督促状を

発しなければならない。 

 



宝塚市下水道条例(昭和49年条例第1号)新旧対照表(第8条による改正関係) 

現行 改正案 

(使用料等の督促) (使用料等の督促) 

第26条 （略） 第26条 （略） 

2 上下水道事業管理者は、前項の規定により

第14条に規定する使用料について督促状を

発したときは、督促状1通につき60円の督促

手数料を徴収する。 

 

 



宝塚市都市計画下水道事業受益者負担金条例(昭和48年条例第23号)新旧対照表(第7条による改正

関係) 

現行 改正案 

(督促) (督促) 

第17条 （略） 第17条 （略） 

2 前項の規定により督促状を発した場合は、

督促状1通について60円の督促手数料を徴

収する。 

 

 



 

議案第１３７号 

   宝塚市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

宝塚市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定するも

のとする。 

令和元年（２０１９年）１１月２０日提出 

                        宝塚市長 中 川 智 子   

 

宝塚市条例第  号 

宝塚市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 

宝塚市災害弔慰金の支給等に関する条例（昭和５７年条例第７６号）の一部を次のよう

に改正する。 

 第１６条第３項を次のように改める。 

３ 償還金の支払猶予、償還免除、一時償還及び違約金並びに収入又は資産の状況の報告

徴収等については、法第１３条、第１４条第１項、第１６条及び附則第２条第１項並び

に令第８条、第９条、第１２条及び災害弔慰金の支給等に関する法律施行令の一部を改

正する政令（平成３１年政令第１６号）附則第３項の規定によるものとする。 

   附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 



 （委任） 

第７条 この条例に定めるもののほか、基金の管理に関し必要な事項は、別に市長が定め

る。 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 



議案第１３６号 

   宝塚市都市計画事業基金条例の制定について 

 宝塚市都市計画事業基金条例を次のとおり制定するものとする。 

  令和元年（２０１９年）１１月２０日提出 

宝塚市長 中 川 智 子   

 

宝塚市条例第  号 

   宝塚市都市計画事業基金条例 

 （設置の目的） 

第１条 都市計画法（昭和４３年法律第１００号）に基づいて行う都市計画事業又は土地

区画整理法（昭和２９年法律第１１９号）に基づいて行う土地区画整理事業（以下「事

業」という。）に要する財源を積み立てるため、宝塚市都市計画事業基金（以下「基金」

という。）を設置する。 

 （積立て） 

第２条 基金として積み立てる額は、次に掲げる額とする。 

 (１) 各年度における宝塚市都市計画税条例（昭和３３年条例第１号）の規定により賦

課徴収する都市計画税の収入から、当該年度における事業に要した費用を差し引い

た残額に相当する額 

 (２) 第４条の規定により繰り入れる額 

 （管理） 

第３条 基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法により保

管しなければならない。 

 （運用益金の処理） 

第４条 基金の運用から生ずる収益は、予算に計上して基金に繰り入れるものとする。 

 （繰替運用） 

第５条 市長は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰戻しの方法、期間及び利率

を定めて、基金に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用することができる。 

 （処分） 

第６条 基金は、第１条に規定する目的を達成するため必要があると認める場合に限り、

予算に計上して処分することができる。 



議案第１３７号 
   宝塚市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
宝塚市災害弔慰金の支給等に関する条例(昭和57年条例第76号)新旧対照表 

現行 改正案 

(償還等) (償還等) 

第16条 （略） 第16条 （略） 

2 （略） 2 （略） 

3 償還免除、一時償還、違約金及び償還金の

支払猶予については、法第13条第1項、令第

8条から第11条までの規定及び災害弔慰金

の支給等に関する法律施行令の一部を改正

する政令(平成31年政令第16号)附則第3項

の規定によるものとする。 

3 償還金の支払猶予、償還免除、一時償還及

び違約金並びに収入又は資産の状況の報告

徴収等については、法第13条、第14条第1項、

第16条及び附則第2条第1項並びに令第8条、

第9条、第12条及び災害弔慰金の支給等に関

する法律施行令の一部を改正する政令(平

成31年政令第16号)附則第3項の規定による

ものとする。 

 



 

 

議案第１３８号 
宝塚市道路の構造の技術的基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

 宝塚市道路の構造の技術的基準を定める条例の一部を改正する条例を次のとおり制定す

るものとする。 
  令和元年（２０１９年）１１月２０日提出 
                          宝塚市長 中 川 智 子  
宝塚市条例第  号 

宝塚市道路の構造の技術的基準を定める条例の一部を改正する条例 
 宝塚市道路の構造の技術的基準を定める条例（平成２５年条例第２０号）の一部を次の

ように改正する。 

 第４条第１項中「停車帯」の次に「、自転車通行帯」を加え、同条第５項中「の車道」

の次に「（自転車通行帯を除く。）」を加える。 

第６条第２項中「副道」の次に「（自転車通行帯を除く。）」を加える。 

第８条の次に次の１条を加える。 

（自転車通行帯） 

第８条の２ 自動車及び自転車の交通量が多い道路（自転車道を設ける道路を除く。）に

は、車道の左端寄り（停車帯を設ける道路にあっては、停車帯の右側。次項において同

じ。）に自転車通行帯を設けるものとする。ただし、地形の状況その他の特別の理由に

よりやむを得ない場合においては、この限りでない。 

２ 自転車の交通量が多い道路又は自動車及び歩行者の交通量が多い道路（自転車道を設

ける道路及び前項に規定する道路を除く。）には、安全かつ円滑な交通を確保するため

自転車の通行を分離する必要がある場合においては、車道の左端寄りに自転車通行帯を

設けるものとする。ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場合に

おいては、この限りでない。 

３ 自転車通行帯の幅員は、１．５メートル以上とするものとする。ただし、地形の状況

その他の特別の理由によりやむを得ない場合においては、１メートルまで縮小すること

ができる。 

４ 自転車通行帯の幅員は、当該道路の自転車の交通の状況を考慮して定めるものとする。 

第９条第１項中「多い道路」の次に「で、設計速度が１時間につき６０キロメートル以



 

 

上であるもの」を加え、同条第２項中「歩行者の交通量が多い道路」の次に「で、設計速

度が１時間につき６０キロメートル以上であるもの」を加える。 

第１０条第１項中「自転車道」の次に「又は自転車通行帯」を加える。 

第１１条第１項中「自転車道」の次に「若しくは自転車通行帯」を加える。 

第１７条、第２４条第１項ただし書並びに第３０条第２号ただし書及び同条第３号ただ

し書中「きわめて」を「極めて」に改める。 

第３１条第３号中「車道」の次に「（自転車通行帯を除く。）」を加える。 

第４０条中「第８条第１項」の次に「、第９条第１項及び第２項」を加える。 

第４１条第１項中「第８条」の次に「、第８条の２第３項」を加える。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に新設又は改築の工事中の道路については、改正後の第８条

の２の規定にかかわらず、なお従前の例による。 



議案第１３８号 
宝塚市道路の構造の技術的基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

宝塚市道路の構造の技術的基準を定める条例(平成25年条例第20号)新旧対照表 

現行 改正案 

(車線等) (車線等) 

第4条 車道(副道、停車帯              そ

の他規則で定める部分を除く。)は、車線に

より構成されるものとする。ただし、第3種

第5級又は第4種第4級の道路にあっては、こ

の限りでない。 

第4条 車道(副道、停車帯、自転車通行帯そ

の他規則で定める部分を除く。)は、車線に

より構成されるものとする。ただし、第3種

第5級又は第4種第4級の道路にあっては、こ

の限りでない。 

2～4 （略） 2～4 （略） 

5 第3種第5級又は第4種第4級の普通道路の

車道                      の幅員は、4メ

ートルとするものとする。ただし、当該普

通道路の計画交通量が極めて少なく、かつ、

地形の状況その他の特別の理由によりやむ

を得ない場合又は第33条の規定により車道

に狭窄
さく

部を設ける場合においては、3メート

ルとすることができる。 

5 第3種第5級又は第4種第4級の普通道路の

車道(自転車通行帯を除く。)の幅員は、4メ

ートルとするものとする。ただし、当該普

通道路の計画交通量が極めて少なく、かつ、

地形の状況その他の特別の理由によりやむ

を得ない場合又は第33条の規定により車道

に狭窄
さく

部を設ける場合においては、3メート

ルとすることができる。 

(副道) (副道) 

第6条 （略） 第6条 （略） 

2 副道                      の幅員は、4

メートルを標準とするものとする。 

2 副道(自転車通行帯を除く。)の幅員は、4

メートルを標準とするものとする。 

 (自転車通行帯) 

第8条の2 自動車及び自転車の交通量が多い

道路(自転車道を設ける道路を除く。)には、

車道の左端寄り(停車帯を設ける道路にあ

っては、停車帯の右側。次項において同じ。)

に自転車通行帯を設けるものとする。ただ

し、地形の状況その他の特別の理由により

やむを得ない場合においては、この限りで

ない。 

2 自転車の交通量が多い道路又は自動車及

び歩行者の交通量が多い道路(自転車道を

設ける道路及び前項に規定する道路を除

く。)には、安全かつ円滑な交通を確保する

ため自転車の通行を分離する必要がある場

合においては、車道の左端寄りに自転車通

行帯を設けるものとする。ただし、地形の

状況その他の特別の理由によりやむを得な

い場合においては、この限りでない。 

3 自転車通行帯の幅員は、1.5メートル以上

とするものとする。ただし、地形の状況そ

の他の特別の理由によりやむを得ない場合



においては、1メートルまで縮小することが

できる。 

4 自転車通行帯の幅員は、当該道路の自転車

の交通の状況を考慮して定めるものとす

る。 

(自転車道) (自転車道) 

第9条 自動車及び自転車の交通量が多い道

路                                    

                 には、自転車道を道路の

各側に設けるものとする。ただし、地形の

状況その他の特別の理由によりやむを得な

い場合においては、この限りでない。 

第9条 自動車及び自転車の交通量が多い道

路で、設計速度が1時間につき60キロメート

ル以上であるものには、自転車道を道路の

各側に設けるものとする。ただし、地形の

状況その他の特別の理由によりやむを得な

い場合においては、この限りでない。 

2 自転車の交通量が多い道路又は自動車及

び歩行者の交通量が多い道路            

                                      

   (前項に規定する道路を除く。)には、安

全かつ円滑な交通を確保するため自転車の

通行を分離する必要がある場合において

は、自転車道を道路の各側に設けるものと

する。ただし、地形の状況その他の特別の

理由によりやむを得ない場合においては、

この限りでない。 

2 自転車の交通量が多い道路又は自動車及

び歩行者の交通量が多い道路で、設計速度

が1時間につき60キロメートル以上である

もの(前項に規定する道路を除く。)には、安

全かつ円滑な交通を確保するため自転車の

通行を分離する必要がある場合において

は、自転車道を道路の各側に設けるものと

する。ただし、地形の状況その他の特別の

理由によりやむを得ない場合においては、

この限りでない。 

3～5 （略） 3～5 （略） 

(自転車歩行者道) (自転車歩行者道) 

第10条 自動車の交通量が多い道路(自転車

道                を設ける道路を除く。)

には、自転車歩行者道を道路の各側に設け

るものとする。ただし、地形の状況その他

の特別の理由によりやむを得ない場合にお

いては、この限りでない。 

第10条 自動車の交通量が多い道路(自転車

道又は自転車通行帯を設ける道路を除く。)

には、自転車歩行者道を道路の各側に設け

るものとする。ただし、地形の状況その他

の特別の理由によりやむを得ない場合にお

いては、この限りでない。 

2～4 （略） 2～4 （略） 

(歩道) (歩道) 

第11条 第4種(第4級を除く。)の道路(自転車

歩行者道を設ける道路を除く。)、歩行者の

交通量が多い第3種(第5級を除く。)の道路

(自転車歩行者道を設ける道路を除く。)又

は自転車道                    を設ける

第3種若しくは第4種第4級の道路には、その

各側に歩道を設けるものとする。ただし、

地形の状況その他の特別の理由によりやむ

を得ない場合においては、この限りでない。 

第11条 第4種(第4級を除く。)の道路(自転車

歩行者道を設ける道路を除く。)、歩行者の

交通量が多い第3種(第5級を除く。)の道路

(自転車歩行者道を設ける道路を除く。)又

は自転車道若しくは自転車通行帯を設ける

第3種若しくは第4種第4級の道路には、その

各側に歩道を設けるものとする。ただし、

地形の状況その他の特別の理由によりやむ

を得ない場合においては、この限りでない。 

2～5 （略） 2～5 （略） 

(曲線部の片勾配) (曲線部の片勾配) 

第17条 車道、中央帯(分離帯を除く。)及び

車道に接続する路肩の曲線部には、曲線半

径がきわめて大きい場合を除き、当該道路

第17条 車道、中央帯(分離帯を除く。)及び

車道に接続する路肩の曲線部には、曲線半

径が極めて  大きい場合を除き、当該道路



の区分に応じ、かつ、当該道路の設計速度、

曲線半径、地形の状況等を勘案し、次の表

の最大片勾配の欄に掲げる値(第3種の道路

で自転車道又は自転車歩行者道(以下「自転

車道等」という。)を設けないものにあって

は、6パーセント)以下で適切な値の片勾配

を付するものとする。ただし、第4種の道路

にあっては、地形の状況その他の特別の理

由によりやむを得ない場合においては、片

勾配を付さないことができる。 

の区分に応じ、かつ、当該道路の設計速度、

曲線半径、地形の状況等を勘案し、次の表

の最大片勾配の欄に掲げる値(第3種の道路

で自転車道又は自転車歩行者道(以下「自転

車道等」という。)を設けないものにあって

は、6パーセント)以下で適切な値の片勾配

を付するものとする。ただし、第4種の道路

にあっては、地形の状況その他の特別の理

由によりやむを得ない場合においては、片

勾配を付さないことができる。 

表 （略） 表 （略） 

(舗装) (舗装) 

第24条 車道、中央帯(分離帯を除く。)、車

道に接続する路肩、自転車道等及び歩道は、

舗装するものとする。ただし、交通量がき

わめて少ない等特別の理由がある場合にお

いては、この限りでない。 

第24条 車道、中央帯(分離帯を除く。)、車

道に接続する路肩、自転車道等及び歩道は、

舗装するものとする。ただし、交通量が極

めて  少ない等特別の理由がある場合にお

いては、この限りでない。 

2・3 （略） 2・3 （略） 

(鉄道との平面交差) (鉄道との平面交差) 

第30条 道路が鉄道と同一平面で交差する場

合においては、その交差する道路は次に定

める構造とするものとする。 

第30条 道路が鉄道と同一平面で交差する場

合においては、その交差する道路は次に定

める構造とするものとする。 

(1) （略） (1) （略） 

(2) 踏切道の両側からそれぞれ30メート

ルまでの区間は、踏切道を含めて直線と

し、その区間の車道の縦断勾配は、2.5パ

ーセント以下とすること。ただし、自動車

の交通量がきわめて少ない箇所又は地形

の状況その他の特別の理由によりやむを

得ない箇所については、この限りでない。 

(2) 踏切道の両側からそれぞれ30メート

ルまでの区間は、踏切道を含めて直線と

し、その区間の車道の縦断勾配は、2.5パ

ーセント以下とすること。ただし、自動車

の交通量が極めて  少ない箇所又は地形

の状況その他の特別の理由によりやむを

得ない箇所については、この限りでない。 

(3) 見通し区間の長さ(線路の最縁端軌道

の中心線と車道の中心線との交点から、軌

道の外方車道の中心線上5メートルの地点

における1.2メートルの高さにおいて見通

すことができる軌道の中心線上当該交点

からの長さをいう。)は、踏切道における

鉄道の車両の最高速度に応じ、次の表の右

欄に掲げる値以上とすること。ただし、踏

切遮断機その他の保安設備が設置される

箇所又は自動車の交通量及び鉄道の運転

回数がきわめて少ない箇所については、こ

の限りでない。 

(3) 見通し区間の長さ(線路の最縁端軌道

の中心線と車道の中心線との交点から、軌

道の外方車道の中心線上5メートルの地点

における1.2メートルの高さにおいて見通

すことができる軌道の中心線上当該交点

からの長さをいう。)は、踏切道における

鉄道の車両の最高速度に応じ、次の表の右

欄に掲げる値以上とすること。ただし、踏

切遮断機その他の保安設備が設置される

箇所又は自動車の交通量及び鉄道の運転

回数が極めて  少ない箇所については、こ

の限りでない。 

表 （略） 表 （略） 

(待避所) (待避所) 

第31条 第3種第5級の道路には、次に定める

ところにより、待避所を設けるものとする。

第31条 第3種第5級の道路には、次に定める

ところにより、待避所を設けるものとする。



ただし、交通に及ぼす支障が少ない道路に

ついては、この限りでない。 

ただし、交通に及ぼす支障が少ない道路に

ついては、この限りでない。 

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略） 

(3) 待避所の長さは、20メートル以上と

し、その区間の車道                    

  の幅員は、5メートル以上とすること。 

(3) 待避所の長さは、20メートル以上と

し、その区間の車道(自転車通行帯を除

く。)の幅員は、5メートル以上とすること。 

(区分が変更される道路の特例) (区分が変更される道路の特例) 

第40条 県道の区域を変更し、当該変更に係

る部分を市道とする計画がある場合におい

て、当該県道を当該市道とすることにより

道路構造令第3条第2項の規定による区分が

変更されることとなるときは、第4条、第5

条第1項、第3項及び第5項、第7条第2項から

第5項まで及び第8項、第8条第1項         

            、第10条第3項、第11条第1項、

第2項及び第4項、第13条第1項、第14条第1

項、第17条、第18条、第19条第1項、第21条、

第23条第2項、第24条第3項、第28条第3項、

第31条並びに第33条並びに道路構造令第3

条第4項及び第5項、第4条並びに第12条の規

定の適用については、当該変更後の区分を

当該市道の区分とみなす。この場合におい

て、道路構造令第12条中「第3種第5級」と

あるのは「第3種第5級又は第4種第4級」と

読み替えるものとする。 

第40条 県道の区域を変更し、当該変更に係

る部分を市道とする計画がある場合におい

て、当該県道を当該市道とすることにより

道路構造令第3条第2項の規定による区分が

変更されることとなるときは、第4条、第5

条第1項、第3項及び第5項、第7条第2項から

第5項まで及び第8項、第8条第1項、第9条第

1項及び第2項、第10条第3項、第11条第1項、

第2項及び第4項、第13条第1項、第14条第1

項、第17条、第18条、第19条第1項、第21条、

第23条第2項、第24条第3項、第28条第3項、

第31条並びに第33条並びに道路構造令第3

条第4項及び第5項、第4条並びに第12条の規

定の適用については、当該変更後の区分を

当該市道の区分とみなす。この場合におい

て、道路構造令第12条中「第3種第5級」と

あるのは「第3種第5級又は第4種第4級」と

読み替えるものとする。 

(小区間改築の場合の特例) (小区間改築の場合の特例) 

第41条 道路の交通に著しい支障がある小区

間について応急措置として改築を行う場合

(次項に規定する改築を行う場合を除く。)

において、これに隣接する他の区間の道路

の構造が、第4条、第5条第3項から第5項ま

で、第6条、第8条               、第9条

第3項、第10条第2項及び第3項、第11条第3

項及び第4項、第13条第2項及び第3項、第16

条から第23条まで、第24条第3項並びに第26

条の規定による基準に適合していないため

これらの規定による基準をそのまま適用す

ることが適当でないと認められるときは、

これらの規定による基準によらないことが

できる。 

第41条 道路の交通に著しい支障がある小区

間について応急措置として改築を行う場合

(次項に規定する改築を行う場合を除く。)

において、これに隣接する他の区間の道路

の構造が、第4条、第5条第3項から第5項ま

で、第6条、第8条、第8条の2第3項、第9条

第3項、第10条第2項及び第3項、第11条第3

項及び第4項、第13条第2項及び第3項、第16

条から第23条まで、第24条第3項並びに第26

条の規定による基準に適合していないため

これらの規定による基準をそのまま適用す

ることが適当でないと認められるときは、

これらの規定による基準によらないことが

できる。 

2 （略） 2 （略） 
 



議案第１３９号 
宝塚市廃棄物の適正処理、減量及び再利用に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 
宝塚市廃棄物の適正処理、減量及び再利用に関する条例の一部を改正する条例を次のと

おり制定するものとする。 
令和元年（２０１９年）１１月２０日提出 

宝塚市長 中 川 智 子  
宝塚市条例第  号 

宝塚市廃棄物の適正処理、減量及び再利用に関する条例の一部を改正する条例 

宝塚市廃棄物の適正処理、減量及び再利用に関する条例（平成６年条例第５２号）の一

部を次のように改正する。 

第８条の２を第８条の７とし、第８条を第８条の６とし、第７条の次に次の５条を加え

る。 

（生活環境影響調査の結果の縦覧等の対象となる施設の種類） 

第８条 法第９条の３第２項（同条第９項において準用する場合を含む。以下同じ。）の

規定による同条第１項に規定する周辺地域の生活環境に及ぼす影響についての調査の結

果を記載した書類（以下「調査書」という。）の公衆への縦覧及び意見書を提出する機

会の付与の対象となる一般廃棄物処理施設の種類は、廃棄物の処理及び清掃に関する法

律施行令（昭和４６年政令第３００号。以下「政令」という。）第５条第１項に規定す

るごみ処理施設のうち焼却施設とする。 

（縦覧等の告示） 

第８条の２ 市長は、法第９条の３第２項の規定により調査書を公衆の縦覧に供し、意見

書を提出する機会を付与しようとするときは、その旨を告示するものとする。 

（縦覧の場所及び期間） 

第８条の３ 法第９条の３第２項の規定による調査書の縦覧の場所は、市長が前条の告示

において指定するものとする。 

２ 法第９条の３第２項の規定による調査書の縦覧の期間は、前条の告示の日から起算し

て１月間とする。 

（意見書の提出先及び提出期限） 



第８条の４ 法第９条の３第２項の規定による意見書の提出先は、市長が第８条の２の告

示において指定するものとする。 

２ 法第９条の３第２項の規定による意見書の提出期限は、前条第２項の縦覧期間満了の

日の翌日から起算して２週間を経過する日までとする。 

（他の市町村との協議） 

第８条の５ 市長は、第８条に規定する焼却施設の設置又は変更により生活環境に影響を

及ぼす地域に他の市町村の区域が含まれているときは、当該区域を管轄する市町村の長

に調査書の写しを送付し、当該区域における縦覧等の手続の実施について協議するもの

とする。 

第１１条第１項中「廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（昭和４６年政令第３００

号。以下「政令」という。）」を「政令」に改める。 

第１４条第１項第２号中「すべて」を「全て」に改める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 



議案第１３９号 

宝塚市廃棄物の適正処理、減量及び再利用に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

宝塚市廃棄物の適正処理、減量及び再利用に関する条例(平成6年条例第52号)新旧対照表 

現行 改正案 

 (生活環境影響調査の結果の縦覧等の対象

となる施設の種類) 

第8条 法第9条の3第2項(同条第9項において

準用する場合を含む。以下同じ。)の規定

による同条第1項に規定する周辺地域の生

活環境に及ぼす影響についての調査の結果

を記載した書類(以下「調査書」という。)

の公衆への縦覧及び意見書を提出する機会

の付与の対象となる一般廃棄物処理施設の

種類は、廃棄物の処理及び清掃に関する法

律施行令(昭和46年政令第300号。以下「政

令」という。)第5条第1項に規定するごみ

処理施設のうち焼却施設とする。 

 (縦覧等の告示) 

第8条の2 市長は、法第9条の3第2項の規定

により調査書を公衆の縦覧に供し、意見書

を提出する機会を付与しようとするとき

は、その旨を告示するものとする。 

 (縦覧の場所及び期間) 

第8条の3 法第9条の3第2項の規定による調

査書の縦覧の場所は、市長が前条の告示に

おいて指定するものとする。 

2 法第9条の3第2項の規定による調査書の縦

覧の期間は、前条の告示の日から起算して

1月間とする。 

 (意見書の提出先及び提出期限) 

第8条の4 法第9条の3第2項の規定による意

見書の提出先は、市長が第8条の2の告示に

おいて指定するものとする。 

2 法第9条の3第2項の規定による意見書の提

出期限は、前条第2項の縦覧期間満了の日

の翌日から起算して2週間を経過する日ま

でとする。 

 (他の市町村との協議) 

第8条の5 市長は、第8条に規定する焼却施

設の設置又は変更により生活環境に影響を

及ぼす地域に他の市町村の区域が含まれて

いるときは、当該区域を管轄する市町村の

長に調査書の写しを送付し、当該区域にお

ける縦覧等の手続の実施について協議する



ものとする。 

(一般廃棄物処理施設の名称及び位置) (一般廃棄物処理施設の名称及び位置) 

第8条 （略） 第8条の6 （略） 

(技術管理者) (技術管理者) 

第8条の2 （略） 第8条の7 （略） 

(事業者等による一般廃棄物の処理) (事業者等による一般廃棄物の処理) 

第11条 事業者、市民その他土地又は建物の

占有者(占有者がいない場合は、管理者と

する。)(以下「事業者等」という。)で、

一般廃棄物を自ら処分するものは、廃棄物

の処理及び清掃に関する法律施行令(昭和

46年政令第300号。以下「政令」という。)

第3条に規定する基準に準じて処分しなけ

ればならない。 

第11条 事業者、市民その他土地又は建物の

占有者(占有者がいない場合は、管理者と

する。)(以下「事業者等」という。)で、

一般廃棄物を自ら処分するものは、政令あ

あああああああああああああああああああ

あ あ あ あ あ あ あ あ あ あ あ あ あ あ あ 

第3条に規定する基準に準じて処分しなけ

ればならない。 

2・3 （略） 2・3 （略） 

(多量の一般廃棄物) (多量の一般廃棄物) 

第14条 法第6条の2第5項の規定により市長

が指示することができる事業活動に伴う多

量の一般廃棄物の範囲は、次のとおりとす

る。 

第14条 法第6条の2第5項の規定により市長

が指示することができる事業活動に伴う多

量の一般廃棄物の範囲は、次のとおりとす

る。 

(1) （略） (1) （略） 

(2) 粗大ごみ すべてのもの (2) 粗大ごみ 全て  のもの 

(3) （略） (3) （略） 

2 （略） 2 （略） 

 



 

議案第１４０号 

   宝塚市立小浜工房館条例を廃止する条例の制定について 

 宝塚市立小浜工房館条例を廃止する条例を次のとおり制定するものとする。 

  令和元年（２０１９年）１１月２０日提出 

宝塚市長 中 川 智 子   

 

宝塚市条例第  号 

   宝塚市立小浜工房館条例を廃止する条例 

 宝塚市立小浜工房館条例（平成１７年条例第４６号）は、廃止する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （宝塚市指定管理者選定委員会条例の一部改正） 

２ 宝塚市指定管理者選定委員会条例（平成２７年条例第３号）の一部を次のように改正

する。 

別表第１ １市長が管理する公の施設の部中(13)の項を削り、(14)の項を(13)の項と

し、(15)の項から(53)の項までを１項ずつ繰り上げ、同表備考中「及び第２２号及び第

５３号」を「、第２１号及び第５２号」に改める。 

別表第２ １市長が管理する公の施設の部中(12)の項を削り、(13)の項を(12)の項と

し、(14)の項から(21)の項までを１項ずつ繰り上げる。 

 



 

議案第１４０号 

   宝塚市立小浜工房館条例を廃止する条例の制定について 

宝塚市指定管理者選定委員会条例(平成27年条例第3号)新旧対照表(附則第2項による改正関係) 

現行 改正案 

別表第1(第1条関係) 別表第1(第1条関係) 

 1 市長が管理する公の施設  1 市長が管理する公の施設 
 
 
 

(13) 宝塚市立小浜工房館 

(14)～(53) （略） 
 

 

 
 

(13)～(52) （略） 
 

2 （略） 2 （略） 

備考 1市長が管理する公の施設の部第2

号、第4号、第5号、第6号及び第22号及び

第53号並びに2宝塚市教育委員会が管理

する公の施設の部第2号及び第6号に掲げ

る施設については、これらの号ごとに一

の指定管理者を選定するものとする。 

備考 1市長が管理する公の施設の部第2

号、第4号、第5号、第6号、第21号及び

第52号並びに2宝塚市教育委員会が管理

する公の施設の部第2号及び第6号に掲げ

る施設については、これらの号ごとに一

の指定管理者を選定するものとする。 

別表第2(第1条関係) 別表第2(第1条関係) 

 1 市長が管理する公の施設  1 市長が管理する公の施設 

区分 公の施設 指定管理者

選定委員会

の名称 
   
 
   

(12) 宝塚市立

小浜工房

館 

宝塚市立小

浜工房館指

定管理者選

定委員会 

(13)～(21) （略） （略） 
 

区分 公の施設 指定管理者

選定委員会

の名称 
   

 

 
  

(12)～(20) （略） （略） 
 

2 （略） 2 （略） 

 



 

 

 

議案第１４１号 

宝塚市農業共済条例を廃止する条例の制定について 

宝塚市農業共済条例を廃止する条例を次のとおり制定するものとする。 

令和元年（２０１９年）１１月２０日提出 

宝塚市長 中 川 智 子   

 

宝塚市条例第  号 

   宝塚市農業共済条例を廃止する条例 

 宝塚市農業共済条例（平成３０年条例第５０号）は、廃止する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和２年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による廃止前の宝塚市農業共済条例の規定による平成３１年産の農作物に係

る農作物共済の共済関係、施行日前に共済責任が始まる家畜共済の共済関係及び施行日

前に共済責任期間が開始する園芸施設共済の共済関係については、なお従前の例による。 

（宝塚市特別会計条例の一部改正） 

３ 宝塚市特別会計条例（昭和３９年条例第１７号）の一部を次のように改正する。 

第１条第３号を削り、同条第４号を同条第３号とし、同条第５号から第１６号までを

１号ずつ繰り上げる。 

（宝塚市特別会計条例の一部改正に伴う経過措置） 

４ 前項の規定による改正前の宝塚市特別会計条例の規定による農業共済事業費特別会計

に係る令和元年度の収入、支出及び決算については、なお従前の例による。 
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ホ ー ル（ 中央）ホ ー ル（ 中央）ホ ー ル（ 中央）ホ ー ル（ 中央）ホ ー ル（ 中央）

運転手控室運転手控室運転手控室運転手控室運転手控室

控室控室控室控室控室控室控室控室控室控室

更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室

食品倉庫食品 倉庫食品 倉庫食品倉庫食品 倉庫

第４ 倉庫第４ 倉庫第４ 倉庫第４ 倉庫第４ 倉庫

ゴ ミ 集積場ゴ ミ 集積場ゴ ミ 集積場ゴ ミ 集積場ゴ ミ 集積場

Ｕ ＰＵ ＰＵ ＰＵ ＰＵ Ｐ

障害福祉課障害福祉課障害福祉課障害福祉課障害福祉課
情報政策課情報政策課情報政策課情報政策課情報政策課

Ｅ ＶＥ ＶＥ ＶＥ ＶＥ Ｖ

子育て 支援課子育て 支援課子育て 支援課子育て 支援課子育て 支援課

Ｅ ＶＥ ＶＥ ＶＥ ＶＥ Ｖ

食堂食堂食堂食堂食堂

子育て 支援課子育て 支援課子育て 支援課子育て 支援課子育て 支援課

家庭児童相談室家庭児童相談室家庭児童相談室家庭児童相談室家庭児童相談室

展示ス ペ －ス展示ス ペ －ス展示ス ペ －ス展示ス ペ －ス展示ス ペ －ス

庁舎庁舎庁舎庁舎庁舎
案内案内案内案内案内

第２ 男子職員更衣室第２ 男子職員更衣室第２ 男子職員更衣室第２ 男子職員更衣室第２ 男子職員更衣室

保育事業課保育事業課保育事業課保育事業課保育事業課

職員労働組合事務所職員労働組合事務所職員労働組合事務所職員労働組合事務所職員労働組合事務所

車両 管理事務所車両管理事務所車両管理事務所車両 管理事務所車両管理事務所

湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室

男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所

女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所

男子男子男子男子男子
便所便所便所便所便所

女子女子女子女子女子
便所便所便所便所便所

便 所便所便所便 所便所
身障者身障者身障者身障者身障者

女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所

男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所

凡 例凡 例凡 例凡 例凡 例 工 事 箇 所 を 示 す工 事 箇 所 を 示 す工 事 箇 所 を 示 す工 事 箇 所 を 示 す工 事 箇 所 を 示 す

生活援護課生活援護課生活援護課生活援護課生活援護課

宝塚市庁舎宝塚市庁舎宝塚市庁舎宝塚市庁舎宝塚市庁舎

（ 参考）（ 参考）（ 参考）（ 参考）（ 参考）
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平 面 図平 面 図平 面 図平 面 図平 面 図

授乳室授乳室授乳室授乳室授乳室

せい かつせい かつせい かつせい かつせい かつ 相談室相談室相談室相談室相談室

応援セ ン タ ー応援セ ン タ ー応援セ ン タ ー応援セ ン タ ー応援セ ン タ ー



市民ホ ー ル市民ホ ー ル市民ホ ー ル市民ホ ー ル市民ホ ー ル

倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫

Ｄ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ Ｓ

Ｄ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ Ｓ

風除室風除室風除室風除室風除室

男子男子男子男子男子

コ －ナ －コ －ナ －コ －ナ －コ －ナ －コ －ナ －

資料閲覧資料閲覧資料閲覧資料閲覧資料閲覧

会議室会議室会議室会議室会議室

窓口サ－ビ ス 課窓口サ－ビ ス 課窓口サ－ビ ス 課窓口サ－ビ ス 課窓口サ－ビ ス 課

窓口サ－ビ ス 課窓口サ－ビ ス 課窓口サ－ビ ス 課窓口サ－ビ ス 課窓口サ－ビ ス 課

相談室（ １ ）相談室（ １ ）相談室（ １ ）相談室（ １ ）相談室（ １ ）

相 談室（ ２ ）相談室（ ２ ）相談室（ ２ ）相 談室（ ２ ）相 談室（ ２ ）

相談室（ ３ ）相談室（ ３ ）相談室（ ３ ）相談室（ ３ ）相談室（ ３ ）

Ｄ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ Ｓ

Ｄ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ Ｓ

Ｄ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ Ｓ

Ｄ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ Ｓ

Ｅ ＶＥ ＶＥ ＶＥ ＶＥ Ｖ

Ｄ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ Ｓ

固定資産評価固定資産評価固定資産評価固定資産評価固定資産評価

Ｄ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ Ｓ Ｄ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ Ｓ Ｄ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ Ｓ

Ｐ ＳＰ ＳＰ ＳＰ ＳＰ Ｓ

Ｅ ＶＥ ＶＥ ＶＥ ＶＥ Ｖ

男子男子男子男子男子 女子女子女子女子女子

金庫金庫金庫金庫金庫

湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室 Ｄ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ Ｓ

Ｅ ＶＥ ＶＥ ＶＥ ＶＥ Ｖ

事務 局事務局事務局事務 局事務局
農業委員会農業委員会農業委員会農業委員会農業委 員会 農業委員会室農業委員会室農業委員会室農業委員会室農業委員会室

Ｅ ＶＥ ＶＥ ＶＥ ＶＥ Ｖ

風除室風除室風除室風除室風除室

Ｄ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ Ｓ

身障者身障者身障者身障者身障者

審査委員会室審査委員会室審査委員会室審査委員会室審査委員会室

医療助成課医療助成課医療助成課医療助成課医療助成課
国民健康保険課国民健康保険課国民健康保険課国民健康保険課国民健康保険課

高齢福祉課高齢福祉課高齢福祉課高齢福祉課高齢福祉課 地域福祉課地域福祉課地域福祉課地域福祉課地域福祉課 介護保険課介護保険課介護保険課介護保険課介護保険課

男子職員休養室男子職員休養室男子職員休養室男子職員休養室男子職員休養室

（ １ －１ ）（ １ －１ ）（ １ －１ ）（ １ －１ ）（ １ －１ ）

市民協働推進課 市民相談課市民協働推進課 市民相談課市民協働推進課 市民相談課市民協働推進課 市民相談課市民協働推進課 市民相談課

倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫

金 融機関金融機関金融機関金 融機関金融機関
指 定指定指定指 定指定Ａ Ｔ ＭＡ Ｔ ＭＡ Ｔ ＭＡ Ｔ ＭＡ Ｔ Ｍ

会計課会計課会計課会計課会計課

会議 室会議室会議室会議 室会議室
（ １ －２ ）（ １ －２ ）（ １ －２ ）（ １ －２ ）（ １ －２ ）

資産税課資産税課資産税課資産税課資産税課

市民税課市民税課市民税課市民税課市民税課

農政課農政課農政課農政課農政課

市税収納課市税収納課市税収納課市税収納課市税収納課

生活環境課生活環境課生活環境課生活環境課生活環境課

観光企画課観光企画課観光企画課観光企画課観光企画課

湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室

便所便所便所便所便所

女子女子女子女子女子
身障者身障者身障者身障者身障者
便所便所便所便所便所

女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所 男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所

便所便所便所便所便所 便所便 所便 所便所便所

身障者身障者身障者身障者身障者
便所便 所便 所便所便所

身障者身障 者身障 者身障者身障者
便所便所便所便所便所

Ｄ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ Ｓ
授乳室授乳室授乳室授乳室授乳室

応接会議室応接会議室応接会議室応接会議室応接会議室

相談室相談室相談室相談室相談室

凡 例凡 例凡 例凡 例凡 例 工 事 箇 所 を 示 す工 事 箇 所 を 示 す工 事 箇 所 を 示 す工 事 箇 所 を 示 す工 事 箇 所 を 示 す

地域エ ネ ルギ ー 課地域エ ネ ルギ ー 課地域エ ネ ルギ ー 課地域エ ネ ルギ ー 課地域エ ネ ルギ ー 課

環境政策課環境政策課環境政策課環境政策課環境政策課
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宝塚市庁舎宝塚市庁舎宝塚市庁舎宝塚市庁舎宝塚市庁舎
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平 面 図平 面 図平 面 図平 面 図平 面 図



女子職員休憩室女子職員休憩室女子職員休憩室女子職員休憩室女子職員休憩室

教育長室教育長室教育長室教育長室教育長室

監査委員事務局監査委員事務局監査委員事務局監査委員事務局監査委員事務局

ホ ー ルホ ー ルホ ー ルホ ー ルホ ー ル

Ｅ ＶＥ ＶＥ ＶＥ ＶＥ Ｖ

吹抜吹抜吹抜吹抜吹抜

控室控室控室控室控室

道路管理課道路 管理課道路 管理課道路管理課道路管理課

Ｅ ＶＥ ＶＥ ＶＥ ＶＥ Ｖ

控室控室控室控室控室

Ｅ ＶＥ ＶＥ ＶＥ ＶＥ Ｖ

公平委員会事務局公平委員会事務局公平委員会事務局公平委員会事務局公平 委員会事務局

監査委員室監査委員室監査委員室監査委員室監査委員室

選挙管 理選挙管理選挙管理選挙管 理選挙管理
委員会事務局委員会事務局委員会事務局委員会事務局委員会事務局 委員会室委員会室委員会室委員会室委員会室

選挙管理選挙管理選挙管理選挙管理選挙管理

会議室会議室会議室会議室会議室
（ ２ －３ ）（ ２ －３ ）（ ２ －３ ）（ ２ －３ ）（ ２ －３ ）

教育委員会室教育委員会 室教育委員会 室教育委員会室教育委員会 室

応接室応接室応接室応接室応接室

Ｄ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ Ｓ

（ ２ －５ ）（ ２ －５ ）（ ２ －５ ）（ ２ －５ ）（ ２ －５ ）

会議室会議室会議室会議室会議室

会議室会議室会議室会議室会議室

（ ２ －４ ）（ ２ － ４ ）（ ２ － ４ ）（ ２ －４ ）（ ２ － ４ ）

Ｅ ＶＥ ＶＥ ＶＥ ＶＥ Ｖ
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倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫

道路建設課道路建設課道路建設課道路建設課道路建設課 道路政策課道路政策課道路政策課道路政策課道路政策課

都市計画課都市計画課都市計画課都市計画課都市計画課 開発指導課開発指導課開発指導課開発指導課開発指導課 住ま い 政策課住ま い 政策課住ま い 政策課住ま い 政策課住ま い 政策課

教育委員会事務局教育委員会事務局教育委員会事務局教育委員会事務局教育委員会事務局

教育企画 課教育企画課教育企画課教育企画 課教育企画課

職員課職員課職員課職員課職員課

人権 男女共同参画課人権男女共同参画課人権男女共同参画課人権 男女共同参画課人権 男女共同参画課

学校教育課学校教育課学校教育課学校教育課学校教育課

施設課施設課施設課施設課施設課

公平委公 平委公 平委公平委公 平委
員会室員会室員会室員会室員会室

介護認定介護認定介護認定介護認定介護認定
審 査会室審査会室審査会室審 査会室審査会室

総合防災課総合防災課総合防災課総合防災課総合防災課 建築営繕課建築営繕課建築営繕課建築営繕課建築営繕課防犯交通安全課防犯交通安全課防犯交通安全課防犯交通安全課防犯交通安全課

市街地整備課市街地整備課市街地整備課市街地整備課市街地整備課

文化政策課文化政策課文化政策課文化政策課文化政策課

商工勤労課商工勤労課商工勤労課商工勤労課商工勤労課

湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室

湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室

控室控室控室控室控室

女子職 員女子職員女子職員女子職 員女子職員
更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室

女子女子女子女子女子
便所便所便所便所便所

便所便所便所便所便所
男子男子男子男子男子

男子男子男子男子男子
便所便所便所便所便所

女子女子女子女子女子
便所便所便所便所便所

身障者身障者身障者身障者身障者
便所便所便所便所便所

凡 例凡 例凡 例凡 例凡 例 工 事 箇 所 を 示 す工 事 箇 所 を 示 す工 事 箇 所 を 示 す工 事 箇 所 を 示 す工 事 箇 所 を 示 す

公園河川課公園河川課公園河川課公園河川課公園河川課

建築指導課建築 指導課建築 指導課建築指導課建築指導課

開発審査課開発 審査課開発 審査課開発審査課開発審査課

学事課学事課学事課学事課学事課
学校給食課学校給食課学校給食課学校給食課学校給食課

子ど も 政策課子ど も 政策課子ど も 政策課子ど も 政策課子ど も 政策課

青少年課青少年課青少年課青少年課青少年課

ス ポ ー ツ 振興課ス ポ ー ツ 振興課ス ポ ー ツ 振興課ス ポ ー ツ 振興課ス ポ ー ツ 振興課 社会教育課社会教育課社会教育課社会教育課社会教育課 幼児教育セ ン タ ー幼児教育セ ン タ ー幼児教育セ ン タ ー幼児教育セ ン タ ー幼児教育セ ン タ ー
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議案第１４１号 

宝塚市農業共済条例を廃止する条例の制定について 

宝塚市特別会計条例(昭和39年条例第17号)新旧対照表（附則第3項の規定による改正関係） 

現行 改正案 

(設置) (設置) 

第1条 地方自治法(昭和22年法律第67号)第

209条第2項の規定に基づき、次の各号に掲

げる特別会計を、当該各号に定める目的の

ため設置する。 

第1条 地方自治法(昭和22年法律第67号)第

209条第2項の規定に基づき、次の各号に掲

げる特別会計を、当該各号に定める目的の

ため設置する。 

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略） 

(3) 農業共済事業費特別会計 

農業共済事業の円滑な運営とその経理

の適正を図るため 

 

(4)～(16) （略） (3)～(15) （略） 

 



議案第１４２号 

工事請負契約（市庁舎電気設備外改修工事）の締結について 

次のとおり工事請負契約を締結しようとするので、地方自治法第９６条第１項の規定

により、議会の議決を求める。 

  令和元年（２０１９年）１１月２０日提出 

宝塚市長 中 川 智 子 

 

１ 契 約 の 目 的  市庁舎電気設備外改修工事 

２ 契 約 の 方 法  随意契約 

３ 契 約 の 金 額  ￥５１７，０００，０００.- 

４ 契約の相手方  神戸市中央区京町７０番地 

住友電設株式会社 神戸支店 

支店長 佐々木 直 靖 

５ 工 事 場 所  宝塚市東洋町地内 

６ 工 事 概 要  市庁舎電気設備外改修工事 

           電灯設備改修等電気設備工事          一式 

           防排煙設備改修等機械設備工事         一式 

内装改修等建築工事              一式 

上記工事に伴う建築・電気設備・機械設備工事  一式 

 



議案第１４２号 

   工事請負契約（市庁電気設備外改修工事）の締結について 

1 工 事 期 間  着工予定  議決があった日 

完工予定  令和5年3月31日 

2 設 計 者  大阪府大阪市北区万歳町4番12号 

株式会社 施設工学研究所 

代表取締役 吉住 則明 

3 予 定 価 格  ￥527,120,000.- 

          （入札書比較価格 ￥479,200,000.-） 

4 見積参加業者名及び開札結果 

見積参加業者名 見積金額（円）  

住友電設㈱神戸支店 470,000,000 落札 

（見積価格には、消費税及び地方消費税相当分を含まない。） 

5 契約金額のうちの消費税額及び地方消費税額  ￥47,000,000.- 

6 随意契約の経緯 

本工事の契約相手方の選定においては、令和元年 9 月 19 日及び 10 月 28 日を開札日と定めて

入札を実施したが、2 回の入札とも参加申込者が 1 者しかなかったため、入札を中止し、不調

とした。 

そのため、地方自治法施行令第 167 条の 2 第 1 項第 8 号の規定に基づき、2 回の入札におい

て唯一参加申請を行い、かつ、入札参加条件を満たしていた上記見積参加業者から見積を徴収

した。その結果、1 回目の見積金額は予定価格を超過していたが、2 回目に提示された金額が

予定価格の範囲内であったため、当該業者を随意契約の相手方に決定した。 

7 そ の 他  付近見取図、配置図及び各階平面図（別紙添付） 

 

 



議案第１４３号 

工事請負契約（宝塚文化芸術センター庭園整備工事（その３））の変更について 

工事請負契約（宝塚文化芸術センター庭園整備工事（その３）、平成３１年３月２７

日、議案第３１号で議決）の一部を次のとおり変更しようとするので、地方自治法第９６

条第１項の規定により、議会の議決を求める。 

  令和元年（２０１９年）１１月２０日提出 

宝塚市長 中 川 智 子   

 

「１ 契 約 の 目 的  宝塚文化芸術センター庭園整備工事（その３） 

２ 契 約 の 方 法  一般競争入札 

３ 契 約 の 金 額  ￥１７５，９９０，３２０.- 

４ 契約の相手方  宝塚市小浜３丁目６番５号 

株式会社アーデント 

代表取締役 吉 田 信 幸 

５ 工 事 場 所  宝塚市武庫川町地内 

６ 工 事 概 要  宝塚文化芸術センター庭園整備工事（その３） 

            敷地造成工 

            公園土工 

給水設備工  

           雨水排水設備工  

            電気設備工  

           園路広場整備工  

修景設備整備工 

サービス施設整備工 

管理施設整備工 

            建築施設組立設置工 

撤去工 １式                    」 

中 

「３ 契 約 の 金 額  ￥１７５，９９０，３２０.-              」 

を 



「３ 契 約 の 金 額  ￥１９９，３７８，５２０.-               」 

に変更する。 



議案第１４４号 

   権利の放棄について 

次のとおり権利を放棄しようとするので、地方自治法第９６条第１項の規定により、議

会の議決を求める。 

  令和元年（２０１９年）１１月２０日提出 

宝塚市長 中 川 智 子   

 

放棄する権利の内容 

阪神・淡路大震災により被害を受け、宝塚市災害弔慰金の支給等に関する条例（昭

和５７年条例第７６号）第１２条第１項の規定により災害援護資金（以下「本件貸付

金」という。）の貸付けを受けた者の連帯保証人に対して有する次に掲げる債権 

内  容 総  額 

本件貸付金のうち未償還のものに係る保証債権

（１５０件） 

１６７，６５９，３９９円 

本件貸付金のうち未償還のものについて生じた

利息に係る保証債権（１５０件） 

 １２，０２１，７５９円 

 備考 保証債権の件数と総額は、いずれも令和元年９月３０日時点のもの 



議案第１４４号 

   権利の放棄について 

 事件の概要 

宝塚市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例（令和元年条例第2号）によ

り、災害援護資金の貸付けの際の保証人を必要とする条件を緩和したこと、及び災害弔慰金の支

給等に関する法律の一部を改正する法律（令和元年法律第27号）が本年8月1日から施行され、災

害援護資金の保証債権の放棄に関する特例が設けられた趣旨を踏まえ、阪神・淡路大震災から20

年以上が経過し、貸付けを受けた者及びその連帯保証人の置かれている状況等が大きく変化して

いることを考慮し、連帯保証人に対して市が有する権利を放棄しようとするものである。 

 



議案第１４５号 

市道路線の認定について 

 次のとおり市道路線を認定しようとするので、道路法第８条第２項の規定により、議会

の議決を求める。 

令和元年（２０１９年）１１月２０日提出 

宝塚市長 中 川 智 子 

 

整理

番号 

路 線 名 認 定 区 間 

重要な

経過地 

 

備  考 

路 線 

延 長 

路 線 

幅 員 

4525 4525号線 

起   

点 
平井5丁目29番18 

 ｍ 
 

26.30 

ｍ 

最大  6.00 
 

最小  6.00 
終 

点 
平井5丁目18番11 

4526 4526号線 

起   

点 
平井5丁目18番12 

 ｍ 
 

48.05 

ｍ 

最大 12.30 
 

最小  6.00 
終 

点 
平井5丁目18番3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            



議案第１４６号 

市道路線の全部廃止について 

 次のとおり市道路線を全部廃止しようとするので、道路法第１０条第３項の規定により、

議会の議決を求める。 

令和元年（２０１９年）１１月２０日提出 

宝塚市長 中 川 智 子 

 

整理

番号 

路 線 名 認 定 区 間 

重要な

経過地 

 

備  考 

路 線 

延 長 

路 線 

幅 員 

1009   1009号線 

起   

点 
中山寺3丁目29番 

 ｍ 
 

161.00 

ｍ 

最大 0.90 
 

最小 0.90 
終 

点 
中山寺3丁目2番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             



議案第１４５号及び第１４６号 

   市道路線の認定及び全部廃止について 

   道路法(抜粋) 

 (市町村道の意義及びその路線の認定) 

第8条 第3条第4号の市町村道とは、市町村の区域内に存する道路で、市町村長がその路線を認

定したものをいう。 

2 市町村長が前項の規定により路線を認定しようとする場合においては、あらかじめ当該市町

村の議会の議決を経なければならない。 

3～5 （略） 

 (路線の廃止又は変更) 

第10条 都道府県知事又は市町村長は、都道府県道又は市町村道について、一般交通の用に供す

る必要がなくなったと認める場合においては、当該路線の全部又は一部を廃止することができ

る。路線が重複する場合においても、同様とする。 

2 都道府県知事又は市町村長は、路線の全部又は一部を廃止し、これに代わるべき路線を認定

しようとする場合においては、これらの手続に代えて、路線を変更することができる。 

3 第7条第2項から第8項まで及び前条の規定は前2項の規定による都道府県道の路線の廃止又は

変更について、第8条第2項から第5項まで及び前条の規定は前2項の規定による市町村道の路線

の廃止又は変更について、それぞれ準用する。 



 

4
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議案第１４５号
　　市道路線の認定について
　認定路線図
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平 井 ２ 丁 目

平 井 ５ 丁 目

山 本 東 ３ 丁 目

山 本 南 ３ 丁 目

3

6

5

4

6

7

3

4

5

Ｗ

1 0

6 0 .0

5 8 .1

5 7 .2

5 6 .8

5 6 .6

5 5 .5

5 4 .5

5 3 .8

5 3 .5

5 3 .1

5 3 .0

5 2 .7

5 2 .4

5 2 .2

5 1 .3

5 0 .4

4 7 .2

4 6 .6

4 6 .5

4 6 .2

4 5 .5

4 5 .2

4 4 .4

4 4 .1

4 3 .1

4 2 .7

4 2 .5

4 2 .1

4 1 .9

4 1 .8

4 1 .4

4 1 .3

4 1 .0

3 8 .6

4 4 .9

寿橋

長尾橋

山本南

第２ 公園

晴保育所

山本南公園

新最明寺橋

平 井 公 園

平井桜道公園

市立平井児童館

ポ ポ ラ ー 宝塚山本園

3

53

4 1 .4

3

3

3 4
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4 7 .2
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　 平
　

　 井
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　 所
　

　 市
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　 ら
　

　 い
　

　 人
　

　 権
　

　 文
　

　 化
　

　 セ
　

　 ン
　

　 タ
　

　 ｜
　

平 井

平 井

弓 池場 6 0 .4

阪

平井３ 丁目第１ 公

4 2 .1

7

　 市
　

　 営
　

　 平
　

　 井
　

　 住
　

　 宅
　

　 山
　

　 本
　

　 南
　

　 第
　

　 ３
　

公

　 山
　

　 本
　

　 駅
　

　 南
　

　 歩
　

　 道
　

　 橋
　

!

"

凡例

認定区間

Ü

0 50 10025 m
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議案第１４７号 

   宝塚市監査委員の選任につき同意を求めることについて 

 宝塚市監査委員３人のうち１人の任期が、令和元年１２月１３日をもって満了するた

め、次の者を監査委員に選任したいので、地方自治法第１９６条第１項の規定により、議

会の同意を求める。 

  令和元年（２０１９年）１１月２０日提出 

宝塚市長 中 川 智 子   

 

宝塚市監査委員に選任しようとする者 

住 所  あああああああああああああああああ 

氏 名  徳 田 逸 男 

 



議案第１４７号 

   宝塚市監査委員の選任につき同意を求めることについて 

宝塚市監査委員に選任しようとする者 

住 所  あああああああああああああああああ 

氏 名  徳 田 逸 男 

生年月日  ああああああああああああ 

職  歴  昭和42年 4月  宝塚市に奉職 

      平成 5年 4月  企画部まちづくり推進室都市政策課長 

            平成 6年 4月  都市開発部まちづくり推進室区画整理計画課長 

      平成 7年 4月  都市復興部小林・中筋南区画整理担当主幹 

      平成 8年 4月  都市復興部小林・中筋南区画整理課長 

      平成 9年 4月  道路部次長 

      平成11年 4月  兼ねて道路部用地室長 

      平成12年 4月  総務部総務室長 

               兼ねて市立看護専門学校副学校長 

      平成14年 7月    総務部長 

平成15年 7月  健康福祉部長 

               兼ねて福祉事務所長 

      平成19年 4月  教育委員会事務局管理部長 

      平成21年 4月  西図書館館長 

      平成22年 4月  中央図書館館長 

      平成23年12月  宝塚市監査委員 

      平成27年12月  宝塚市監査委員 

               現在に至る。   

 

 

   地方自治法(抜粋) 

第196条 監査委員は、普通地方公共団体の長が、議会の同意を得て、人格が高潔で、普通地方

公共団体の財務管理、事業の経営管理その他行政運営に関し優れた識見を有する者(議員であ

る者を除く。以下この款において「識見を有する者」という。)及び議員のうちから、これを

選任する。ただし、条例で議員のうちから監査委員を選任しないことができる。 

2～6 （略） 

 


